【第1号議案】
NPO法人　障がい者自立センターかまいし　令和4年度事業報告
（令和4年4月～令和5年3月）

1　事業の成果
　　令和４年度も新型コロナウイルスの一部影響を受けた1年だった。職員や家族、また一部利用者や家族に感染者が発生する事態となり、都度、職員間の対応を共有し感染が拡大しないように努めた。
その中でも事業としてはフルセイル平田（共同生活援助事業）において利用者と職員の感染があり、緊急的な対応を求められる事態となり、改めて感染予防と感染者発生に対して事前の対策の必要性を実感する機会となった。
　　上記を踏まえ、各事業ごとに感染症予防とともに感染症発生後の対応についても対策の準備を進めている。
　　そのような中で、各事業の運営においては、年度目標に近いもしくは上回る実績をあげられたことは、日常業務にあたる職員の感染予防の徹底と、利用者側の感染症対策への理解・協力もあってのことと思われる。
　　今年度の振り返りとしては、感染症と隣り合わせの事業運営となったが概ね計画に沿った形での事業経過を報告とさせて頂く。


















２　事業の実施に関する事項
（1） 特定非営利活動に係る事業
　
1 障がい者支援のためのボランティア活動事業
　　・具体的な事業内容
　　　買物、代読、代筆、書類提出などを本年度も行った。　　　
　　・実施日時
　　　買物等日常生活に関わる支援は、ご希望により適宜行った。
　　・実施場所
　　　市内のスーパーでの買物や、書類の代読、代筆、提出などの便宜を図った。
　　・従業者の人数
　　　　８人
　　・受益対象者の範囲及び人数
　　　市内におられる障がい者の方々　５人

2 自立生活支援事業
　　・具体的な事業内容
　　　日中活動利用者の方々が、それぞれに相応しい自立生活に思いを向けられるような取り組みを、日々の活動の内に心がけている。

3 障がい福祉サービス及び介助者派遣事業
　　・実施日時
　　　日曜を除く毎日、ただし希望によっては日曜も稼動した。
　　・実施場所
　　　主たる事業所「まりん」、「ライトハウス」、「海渡」、「フルセイル」
　　・従業者の人数
　　　20人

4 車いす無料貸し出し事業
　　・具体的な事業内容…
　　　地域で一時的に車いす利用が必要な方々に、無料で貸出を行った。
　　・実施日時…　　　適宜行った。
　　・実施場所…　　　主たる事業所
　　・受益対象者の範囲及び人数…　　　地域の方々　２人



●具体的な事業内容（障害者総合支援法等に関連する福祉サービス等）

〇生活介護事業所まりん
（地域活動支援センター事業(Ⅱ型）、日中一時支援事業を含む)
事業は利用対象児者に沿って、生活介護事業、地域活動支援センター事業、
日中一時支援事業の３つの事業を継続して行った。 
　昨年度と比較し3事業とも、利用者数は増加している。
成人の方々は創作活動及び生産活動を行ったり、入浴や調理、麻雀やニュースポーツ等のレクリエーション活動などを行っている。今年度もコロナ禍での活動ということでイベントへの参加や、市街への外出が例年通りのようには出来ずまりん内での活動が主となったが、釜石市の健康チャレンジポイント事業を活用し、市内のスポーツクラブのインストラクターを講師に招き、月に一度、体組織計測や軽運動を行うなど新たな試みも行うことができた。
まりんとしての職員配置では令和4年4月より生活支援員1名を採用し、試用期間を経て7月より常勤職員となっている。また、3月末日で生活支援員1名が定年退職、1名が自己都合退職となった。

　まりん　利用者実人数／延べ人数　　　　　　　　　　　
	事業名
	地域活動支援センター
	日中一時支援
	生活介護

	2021年度
	10／408
	9／825
	24／2,708

	2022年度
	11／495
	10／1289
	28／3,364


 














○ヘルパーステーション海渡（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護）
令和4年4月より前年度から4つの事業を継続して行い、居宅介護については前年度比べ実人数、延べ人数共に増加した。同行援護については微増となり、重度訪問介護、行動援護について実施はなかった。
スタッフについて2023年3月末に1名が定年退職となり、ヘルパー人員についても減員となったが、現状の利用者対応は、まりんスタッフの兼務によって、これまで通り対応可能となっている。また、人員補充のためヘルパー募集を3月より行い、まりん兼務で行うヘルパー1名の雇用が決まった。5月1日より勤務を開始する予定である。
昨年10月には実地指導監査が行われたが、大きな改善点等はなく、今後も継続して事業を行えることになった。重度訪問介護従業者の居宅での配置について、県に問い合わせを行ったところ、「従来通り減算して請求を行っていれば現状は問題ない」との回答があった。
2月以降、同行援護の利用の申し出が複数件寄せられている。現在対応を行う同行援護従業者が現在1名と不足していることから、資格取得を進めたいが、研修を実施している事業所が少ないことが現状となっている。
今年度中の同行援護・行動援護の資格取得を目指したが、以上の理由から達成できなかった。

　海渡　利用者実人数/延べ人数　　
	
	
	４月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	2021
R3年
	居宅
	13/57
	13/53
	15/66
	15/49
	13/58
	14/65
	14/72
	13/65
	16/70
	16/74
	16/68
	16/81

	
	重訪
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	同行
	1/3
	1/2
	1/4
	2/2
	1/1
	0
	1/1
	2/2
	0
	1/1
	1/2
	1/1

	
	行動
	1/1
	1/1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	2022
R4年
	居宅
	15/72
	14/71
	14/85
	15/88
	15/92
	15/84
	15/90
	16/93
	17/98
	15/83
	17/84
	15/88

	
	重訪
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	同行
	1/1
	1/1
	1/1
	3/3
	2/2
	0
	1/1
	6/6
	1/1
	1/1
	2/2
	2/4

	
	行動
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0



合計実人数/延べ人数
	事業名
	居宅
	重訪
	同行
	行動

	2021年度（令和3年度）
	162/778
	0
	12/19
	2/2

	2022年度（令和4年度）
	183/1028
	0
	21/23
	0




〇フルセイル平田（共同生活援助事業）
令和4年4月1日付で、グループホームの定員を6名から9名へと変更し、
7月に満床となり、8月に入院されていた方が退院し入居者9名の定員となる。
利用者については、既往による入退院者が数名出たが、いずれも回復復帰。12月に新型コロナ感染がグループホーム内で起こったが、重症化する方がでず終息している。その後、振り返り等を行い今後の対策を話し合っている。感染後、後遺症の様な症状の方がおられたが、現在は様子を見ながら通所先に通われている。
また1名の利用者は主治医の指示により精神科に入院され、今年中の退院が見込まれないとの診断の為、3月9日付で退所する事となり1部屋空床となる事から、今後の運営上の体勢について検討をしている。
支援状況等については、7月1日付で管理者兼サービス管理責任者として大関に変更になった。11月には新型コロナにより見送りになっていた実地指導監査が実施され、概ね良好との回答を頂いている。
　支援状況としては、食材配達サービスの業者を利用していたが、入居者から手作りの物が食べたいとの要望で、世話人と協議し12月より手作りでの食事提供に変更し、入居者からは概ね良好な意見を頂いている。
この間も入居者会議や世話人会議を設け、それぞれ立場の意見や状況を確認し合いながら「生活しやすい環境」になるよう努めた。

フルセイル利用者実人数/延べ人数　　　　　　　　　　
	
	４月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	2021（R3）
	6/146
	6/180
	6/180
	6/180
	6/180
	6/155
	6/165
	6/180
	6/186
	6/186
	6/151
	6/155

	[bookmark: _Hlk128579863]2022（R4）
	6/171
	7/179
	7/195
	8/243
	9/247
	9/267
	9/275
	9/264
	9/255
	9/271
	9/232
	9/243














〇ライトハウス
必要な修繕を行い5月から移転開所。庭の舗装化、玄関の段差解消、トイレの水洗化などを目的に500万規模の助成金申請中。（採否3月）
放課後等デイサービス・日中一時支援事業（障害児タイムケア）・地域活動支援センターⅡ3つの事業を継続して行った。

★放課後等デイサービス
コロナ禍の中、閉所することなく運営できた。実績としては、契約児数に医療的ケア児2名含み4名増加しているが、利用の実績は減少している。保護者の勤務先、同胞の通所先のコロナ感染症による利用中止、また複数の事業所利用が主流になってきたことも原因と考えている。
4月保育士（1名）常勤採用。7月まで看護師（2名）パート採用し医療的ケア児の受け入れに備えた。長期休みは、コロナ感染予防対応として、国立釜石病院併設「いこいの家」も借用し2か所で活動し感染予防に努めた。
7月隣接していた祥雲支援学校が平田に移転し、往復20キロの送迎が開始した。車椅子仕様の車が配備されていないため、移転後は車椅子利用児2名（内1名は医療的ケア児）の受け入れが出来なかった。12月期待した車椅子仕様の車両補助金申請が採択否になったため、車椅子仕様車両を事業所内で利用調整し対応する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　2023（R5）3月末
	
年度
	　　　　　　契約／延利用
		内　　　　　　　訳

	
	
	小学生
	中学生
	高校生

	
	
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用

	2021（R3）
	19/1831
	13/1121
	4/336
	2/381

	2022（R4）
	23/1491
	16/1095
	4/137
	3/259












★日中一時支援事業（障害児タイムケア）
　放課後等デイサービスの制度補完として実施している。利用実績は令和3年度より増加している。制度的に放課後デイサービスは同日に複数利用が出来ないため、同日複数事業所を利用する児童は日中一時で計上している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023（R5）3月末
	
年度
	　契約／延利用
	内　　　　　　　　訳

	
	
	未就学
	小学生
	中学生
	高校生

	
	
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用
	契約／延利用

	2021（R3）
	21/314
	5/85
	11/132
	3/20
	2/77

	2022（R4）
	22/357
	3/35
	15/323
	1/2
	3/37




★地域生活支援センターⅡ型
　個別利用、サークルの定期利用共に継続している。
2023（R5）3月末
	
	定期利用者
	延べ利用者

	2021（R3）
	9
	204

	2022（R4）
	8
	194







〇相談支援事業所ライトハウス
　　開所以来相談支援専門員1名で対応してきたが、契約者数は100名を超え、市外の利用者も増えそれに伴い移動範囲も広がっている。1名での対応は限界であり、増員が急務課題である。　　　　　　　
2023（R5）3月末
	
	計画相談支援（成人）
	障がい児相談
	計

	2021（R3）
	19件
	15件
	34件

	2022（R4）
	17件
	18件
	35件



3　事業費の金額
　76,166,028円　（総支出－管理費）



